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指定管理者：公益社団法人 横浜市民施設協会

おたより

開館時間
月～土曜日 午前9時～午後9時

日曜日・祝日 午前9時～午後5時

※小学生の利用時間 午後５時まで
中学生の利用時間 午後６時まで

（大人と一緒の場合をのぞく）

※２月は１回です。

利用のご案内おはなしの部屋

予約不要です。
直接２階「中会議室」へお越し下さい。

●館の予定 ★自主事業

休館日

建国記念日

出演：おはなし“ひなたボッコ”のみなさん

青葉台コミュニティハウス「本の家」 〒227-0062
横浜市青葉区青葉台2-25-4

http://yokohama-shisetsu.com/aoba

☎ 045-981-1400
FAX 045-981-9883

★2月12日 （水）15：30～16：00
組み木「さんびきのこぶた」他

★3月11日 （水）15：30～16：00
唄入りおはなし「花咲かじい」他

の青コミカレンダー

※本の貸出は、閉館３０分前までに
お願いいたします。

天皇誕生日 振替休日

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

５時閉館
●お部屋
抽選会
（3月分）

★フライデー
ヨガ

9 10 11 12 13 14 15

５時閉館
★ピンクリボン

コーナー

（13日まで）

●自主事業
受付開始

５時閉館

★おはなし
の部屋

★青葉歴史
探訪②

★フライデー
ヨガ

16 17 18 19 20 21 22

５時閉館
●3月新着本
予約開始①

●お部屋
（3月分）
３・４コマ目
受付開始

★フライデー
ヨガ

★おんがくの
部屋

23 24 25 26 27 28 29

５時閉館 ５時閉館
●3月新着本
予約開始②

★フライデー
ヨガ

休館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

休館日 休館日

8 9 10 11 12 13 14

５時
閉館

15 16 17 18 19 20 21

５時
閉館

５時
閉館

22 23 24 25 26 27 28

５時
閉館

29 30 31

５時
閉館

休館日

2月2９日～３月２日まで、
図書整理期間のため、休館となり
ます。

1月15日に、第162回 芥川龍之介賞・直木三十五賞の受賞作が発表されました。この発表を受
けて、3階図書室では、「直木賞・芥川賞をさかのぼる！」として、約10年をその年の出来事の年
表とともに振り返っています。まだ読んでいない直木賞作品、芥川賞作品を読んでみませんか？
また、1月中旬より行いましたアンケートにも、約220名の方にご協力いただきました。ありが

とうございました。皆さまからのご意見を今後の運営に生かせるよう努めてまいります。アンケー
ト結果につきましても、集計後すみやかにご提示させていただきます。

館長 岡崎紀子

http://yokohama-shisetsu.com/aoba


青葉台コミュニティハウス「本の家」の管理運営の目標

☆誰もがいつでも楽しく利用できる施設

☆清潔で明るく、快適な雰囲気のある施設

☆地域に根ざし、利用者に親しまれる施設

☆図書機能を充実したコミュニティハウス

★うたごえ広場

日時：令和２年３月１１日（水） １３時～１４時３０分

募集の自主事業

２月11日（火・祝）より、電話、または当館事務室にて受付開始 【先着順】

演 奏：ティータイムハーモニーの皆さん
定 員：２０歳以上 ３０名
参加費：300円（飲み物つき）

～「ティータイムハーモニー」さんのピアノ伴奏にのって、皆で歌いましょう！～

【横浜市民施設協会コラボ】

ピンクリボン活動を知ろう！

乳がん触診モデル体験コーナーを設置いたします。
予約不要です。ぜひ、ご来館ください。

日時：令和２年２月10日（月）
～１３日（木）

当館2階エントランスにて

１月１１日（土）「初笑いあおば寄席」

下恩田囃子さんのお囃子でお正月気分を
味わっていただいた後、「冬のお笑い教室」
に参加の皆さん（子ども～大人）の高座を
楽しんでいただきました。

・「子供たちの一生懸命さに感動しました。」
・「毎年楽しみにしています。今年もたくさん

笑わせてもらいました」

などの嬉しい感想をたくさんいただきました。

１月１２日（日）・１３日（月・祝）

「プログラミング学習体験教室」

今春から小学校で「プログラミング」が必修化されると
いうことで、「ひととゆめのネットワーク」の方を講師
に迎え、小学生の参加者の皆さんに一足早く、「プログ
ラミング」を体験していただだきました。

１月をふりかえって…

１月２２日（水）
「オシャレクラシック音楽のススメ」
「クラシック音楽って堅苦しい？」いいえ、そんなこと
はありません。
落ち着いたカフェや華やかな街角を想像するような
オシャレな空気感のクラシック音楽を、フィリアホール
企画制作の芥川純一氏に、楽しいお話を交えながらご紹介
いただきました。


